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好きなことをスピーチで
紹介する

（参考 光村図書１年）



「話すこと・聞くこと」

話の構成を工夫しよう
好きなことをスピーチで紹介する。

「目標」

・声の大きさや速さなど，話し方を意識して話す。

・日常生活の中から話題を決め，伝えたいことを

明確にして話の構成を考える。



「話すこと・聞くこと」

話の構成を工夫しよう
好きなことをスピーチで紹介する。

［授業の流れ］
スピーチの内容・構成を考える。

↓
生徒同士で発表し合う。

↓
聞き手が捉えた内容を共有する。

↓
スピーチの内容・構成や発表の仕方を改善する。



指導領域［思・判・表］
Ａ 話すこと・聞くことの指導事項 ア

指導事項（中）第１学年

ア 目的や場面に応じて，日常生活の中から話

題を決め，集めた材料を整理し，伝え合う内

容を検討すること。



ア 日常生活の中から話題を決め，集めた材料を整理

テーマに沿っ
た内容を，書
き出していく。
付箋の色分け
で情報の整理
を行う。



指導領域［思・判・表］
Ａ 話すこと・聞くことの指導事項 イ

指導事項（中）第１学年

イ 自分の考えや根拠が明確になるように，話

の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見

との関係などに注意して，話の構成を考える

こと。



イ 自分の考えや根拠が明確になるように

三角ロジックを
用いて，自分の
主張についての
根拠を，集めた
情報から明確に
していく。



イ 自分の考えや根拠が明確になるように

自分の主張につ
いての根拠を明
確にしていく。
スライドにまと
め，比較するこ
とで，どの情報
を使用するか考
える。



イ 自分の考えや根拠が明確になるように

自分の主張につ
いての根拠を明
確にしていく。
スライドにまと
め，比較するこ
とで，どの情報
を使用するか考
える。



イ 自分の考えや根拠が明確になるように

自分の主張につ
いての根拠を明
確にしていく。
スライドにまと
め，比較するこ
とで，どの情報
を使用するか考
える。



イ 自分の考えや根拠が明確になるように

自分の主張につ
いての根拠を明
確にしていく。
スライドにまと
め，比較するこ
とで，どの情報
を使用するか考
える。



指導領域［思・判・表］
Ａ 話すこと・聞くことの指導事項 ウ

指導事項（中）第１学年

ウ 相手の反応を踏まえながら，自分の考えが

分かりやすく伝わるように表現を工夫するこ

と。



ウ 相手の反応を踏まえながら，表現を工夫する

うなずきや表情などの聞き手の反応から，
話の受け止め方や理解の状況を捉えること。

聞き手の
反応を撮影



ウ 相手の反応を踏まえながら，表現を工夫する

うなずきや表情などの聞き手の反応から，
話の受け止め方や理解の状況を捉えること。

言葉の抑揚や強弱，
間の取り方などに
注意して話すこと。



指導領域［思・判・表］
Ａ 話すこと・聞くことの指導事項 エ

指導事項（中）第１学年

エ 必要に応じて記録したり質問したりしなが

ら話の内容を捉え，共通点や相違点などを踏

まえて，自分の考えをまとめること。



エ 記録したり質問したりし，共通点や相違点などを踏まえ

１回目の発表
練習での内容
を分類する。
様々な視点が
あることを確
認し，スピー
チ原稿をまと
める。



指導領域［思・判・表］
Ａ 話すこと・聞くことの指導事項 オ

指導事項（中）第１学年

オ 話題や展開を捉えながら話し合い，互いの

発言を結び付けて考えをまとめること。



オ 話題や展開を捉えながら話し合い

発表原稿を内容，構成，順序の観点で，友達どうしで助言する。



学習支援ツールを使うことで，児童生徒は効率的

に学習できる。また，自分のペースで学習でき，わ

からないことを自分でも調べやすくなる。

各自で調べ，考えた内容をICT活用でクラスで共
有し，協働学習に取り組むことにより，自分の考え

をさらに深められる。

指導事項の指導にＩＣＴは有効に活用できる。

ICT活用のメリットは『効率性』と『共有性』


